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コロナウススに翻弄されての一学期でした。せっ

かく本園を選択してくださいました保護者のみな

さまやその子どもたちに感染のリスクを減少させ

るために質の高い教育・保育をこれまでのように保

障できない,もどかしさやむなしさを感じる毎日で

す。子どもたちや保護者の皆さまに申しわけないと

いう思いをもち続けた一学期でした。 

 

 

 

  

 

直接子どもたちに携わっている職員のつらい思

いは大変大きなものであろうとことは,職員から発

せられるため息等で推し量ることができます。  

 それでもあきらめることなく目の前の子どもた

ちのために何とかして幼稚園としての責務「学びの

保障」は果たさなければならないと思っておりま

す。コロナウィルスの感染防止と学びの保障の両立

を目指して職員の知恵を結集してこれからも取り

組んでまいります。 

私ごとです 

７月１４日から７月２８日まで大学病院に入院

することになりました。今のご時世からもしやと心

配される方もおられると思いますので具体的にお

知らせすることにいたしました。両目の白内障の手

術を片方ずつ実施することになりました。 

一学期の終業式前になぜと言われると思います

が,病床に空きがある,今だからこそ手術ができるの

ですよと諭されまして決断いたしました。 

主幹等と連絡を十分図りながら園運営を進めて

いこうと思っております。 

緊急の場合,携帯電話が使用できる状況ですので

連絡くださるようお願いいたします。(川口公男) 

連絡先携帯電話 ０９０－８８３１－０２２５ 

 まことの保育 

 

鹿児島竜谷学園和光幼稚園 

園長  川口公男 
七夕かざり「夢を乗せて」 

 年少少マーガレット

組は ,小ブールで魚釣

りを楽しんでいまし

た。どの魚を釣ろうか

なとプールをのぞき込

んでいました。 

 年少少チューリップ

組は,盆おとりの練習を

していました。「子ども

阿波踊り」をリズムに

乗って楽しそうに踊っ

ていました。 

本園の１階の廊下に２本,２階の廊下に

３本,計５本の笹の葉に,子どもたちが夢と

希望を託した,色とりどりの短冊や七夕飾

りがつるされています。子どもたちの夢や

希望は「アンパンマンになりたい」「ポケモ

ンになりたい」「ロボットになりたい」等で

す。夢の実現に向かってがんばれと心から

エールを送りたいと思います。 

野菜に水やりをしている K くん。土がある程度湿

ると水やりを止めてしまった。「どうしたの?」と

聞くと「土が水を全部飲んでから次の水をあげる

だよ」と教えてくれました。(写真ポ－トフォリオ) 

 



 

  

 

  

 

 

 

    



  



  

 


